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本
町
移
縁
地
阪
な
ど
給
水
工
事
行
な
う

申

込

は

指

定

工

の

の
内
大
半
の
工
事
も
終
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
持
い
み
な
さ
ん
の
家

庭
母
校
阿
古
明
、
の
総
氷
袋
鐙
ヱ

世
帯
令
、
時
昨
年
の
十
一
…
月
か
ら
今

年
の
一
同
月
に
か
け
て
、
常
盤
仙
収

録一丸

0
0
4一
戸
、
白
山
地
区
ニ
ザ
品

。
戸
の
工
事
を
行
な
い
ま
し
た

一
毅
家
接
指
井
戸
か
ら
の
氷
阪

と
く
ら
べ
、
川
一
…
総
摘
も
問
問
カ
が
あ

る
の
で
第
常
に
幾
ば
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
二
月
か
ら
-
本
酔
町
、
縄
開

発
、
双
我
孫
子
地
日
悼
の
品
開
水
油
関

脇
胤
之
官
帯
を
行
な
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
先
が
け
て
殺
孫
子
町
水
淡

mm
和
四
十
二
ゃ
か
ら
気
ヶ
年

目
前
闘
で
行
な
わ
れ
て
い
る
本
対

の
水
道
事
擦
は
、
淡
彩
百
一
年

g

で
制
出
法
融

W
W仙
紙
γ
内
楽
も
計
一
銭
ど

お
号
操
縦
料
刊
し
て
お
り
ま
す
。

帆
路
料
階
付
投
ム
ハ
二
、
四
七
八
メ
ー

ト
ル
、
持
品
e
ぷ
式
拙
前
火
栓
一
一
九

柏
地
下
式
梢
肘
火
品
情
一
九
ニ
滋
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抱
制
定
ヱ
官
学
作
拍
の
方
々
が
‘
申
込

書
を
持
っ
て
み
な
さ
ん
の
家
践

を
翻
や
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に

h

抽
出
叩
同
時
み
附
附
い
わ
ι
い
と
患
い
ま

す
。
療
は
此
工
豪
州
問
の
方
が
沼
地
っ

て
似
甘
か
な
い
場
合
に
は
、
後
悼
拭

中
島
町
必
の
地
区
割
問
を
し
た
工
務
総

に
援
護
逮
絡
し
て
く
だ
苦
い
。

組
畑
申
A
T
-
-
叩
市
明
践

こ
れ
か
ら
常
時
水
気
中
品
管
が

遜
っ
て
い
る
畑
地
問
料
、
新
築
安
す

る
み
な
さ
ん
に
お
綴
い
い
た
し

ま
ず
。部

刺
緩
や
い
す
る
場
A
A

口
、
井
戸
を

溺
ら
な
い
マ
町
の
水
道
を
佼
聞
出

し
た
い
場
合
は
、
工
事
使
剤
約

終
世
一
?
に
貯
の
議
壌
が
あ
り
ま
す

の
で
、
抱
指
定
ヱ
常
常
務
以
外
の
ガ

に
工
事
攻
し
て
も
ら
っ
た
場

合
、
町
と
し
て
は
鉄
線
が
出
来

ま
せ
ん
の
旬
、
情
離
対
同
市
中
拍
科
書
を

欄
向
山
仰
す
る
附
託
、
必
ず
、
水
遊
融
局

閣
制
官
常
務
所
〈
震
話
内
線
一
一
コ
一
。

努
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

設立

融
関
一
八
二

1
3一
一
関
似

安
全
欝
良
学
校
の
表
彰
受
げ
る

我
系
子
時
々
四
小
学
校

約
制
刊
聞
悶
十
一
一
.
年
度
母
学
校
総
陣
ま
し
た
。
允
い
へ
ん
名
誉
な
と

同
殿
、
学
校
安
全
関
係
の
浅
封
勝
災
と
だ
主
総
っ
て
い
ま
す
。
と
れ

が
一
万
十
七

R
県
庁
十
階
大
会
か
ら
も
縫
議
増
進
、
安
金
引
に
つ

幾
室
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
と
め
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
数

我
月
間
子
分
間
口
ム
ザ
時
ナ
油
収
は
学
校
強
し
ま
す
い
と
総
務
に
紛
ず
れ

安
全
援
災
校
と
し
て
線
下
十
校
ま
し
た
。

の
小
守
絞
伊
川
淵
地
ば
れ
災
絡
を
う
町
民
の
純
日
同
紙
、
令
部
閉
め
一
安
全

け

ま

し

た

。

の

た

め

に

こ

れ

か

ら

も

一

一

滋

ど

「
附
町
阪
拭
さ
ん
、
教
育
長
さ
ん
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
賄
側
い
い

荻
た
ち
は
こ
ん
ど
表
彰
を
う
け
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
緩
む
駒
内
向
γ
本
中
平
な

人
、
気
の
お
時
な
人
の
い
な
い
明

る
い
仲
間
み
よ
い
と
ζ

ろ
に
す
る

た
め
に
、
お
百
一
い
叫
掛
け
合
っ
て

柑
嚇
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
た
す

け
あ
い
L

の
心
を
育
て
る
作
父

母
コ

Y
ク
ー
ん
が
千
禁
娘
、
千

祭
壇
肘
教
育
委
員
会
、
や
端
情
然
災

関
募
金
会
な
ど
の
中
市
中
刷
協
明
、
時
年

て

十

一

月

…
に
実
務
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刊
し
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十
八
年

か
ら
千
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系
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・
小
中
学

設
の
作

文
令
も

と
に
し

た
、
も
の

で
、
今

週
で
十

六
回
ロ

を
}
越
え

ま
し
た
。

欽
鈴
子
芳
一
小
学
校
で
も
、

と
の
コ
Y

グ
ー
ん
に
は
判
制
点
品
数

医
応
募
し
て
い
ま
し
た
の

そ
の
持
続
然
、
路
線
絞
庁
一
…
凶

の
州
知
事
笈
〈
学
校
災
〉
を
獲
得

し
、
引
き
緩
い
て
本
草
度
も
知

事
伐
に
な
れ
ワ
逮
務
受
会
丹
後
援

月
十
七
日
受
賞
〉
に
絡
き

ま
し
た
。

本
年
度
は
応
募
点
数
以
下

二
、
一
八
一
一
一
の
多
数
に
の
ぼ
り

ま
し
た
が
、
絞
殺
の
帥
開
閉
制
我
孫

子
才
一
小
学
校
同
ぬ
湖
騰
の
個
人
賞

と
し
て
断
続
丸
一
ハ
六
年
塗
月
哲

也
〉
品
開
此
げ
ご
〈
六
年
長
谷
刑
制
努

附
間
年
篠
崎
芳
夫
)
主
一
一
一
名
の
入

食
者
を
得
ま
し
た
。

活
指
去
に
も
我
節
子
分
プ
小
で

は
脂
綿
入
交
と
し
て
灼
幾
神
凡
な
授

賞
し
た
こ
と
が
ぶ
問
問
あ
り
ま

す。

全
町
一
斉
ネ
ズ
ミ
退
治

一
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
日

ど
敢
然
の
よ
う
に
、
ヰ
ズ
ミ

は
出
品
た
も
の
念
総
捕
に
数
々
の
宜
阿

を
与
点
る
ば
か
9
で
な
く
、
伝

臨
刑
務
の
線
介
農
作
物
の
相
官
穏

な
ど
公
衆
衛
生
上
に
も
地
以
後
安

及
認
し
生
活
を
地
唱
し
く
開
桃
山
鳩
慨
し

て
お
争
ま
す

O

L

吟
で
は
、
例
年
の
み
お
り
町

佐
内
の
ネ
ズ
ミ
常
時
間
鋭
的
に
駅
除

援
し
、
仲
悼
み
よ
い
吟
づ
く
り
を
進

叶
め
る
た
め
次
の
と
お
り
時
内
一

浦
河
川
、
ラ
ズ
ミ
級
品
殺
を
行
な
い
ま
す

伶
め
で
御
協
力
く
だ
さ
い
。

崎
議
②
極
十
九
施
銭
関
、
一
一
丹
十
七

uui

M
U

十
九
百
合
一
一
日
附

弘

F
e実
線
区
域
、
町
内
の
岳
山
絞
殺

め
な
ら
び
に
念
総
柏
崎

立
宵
@
夜
間
期
締
強
制
減
、
家
宅
λ

、、、。

町
民
ネ
ズ
ミ
ミ
ロ

γ
M出
(
タ
マ
ド
ノ

受

γ
明
治
殺
そ
利
用
)
罫
封
ネ
ズ
ミ
;

モ
ノ
フ
4
4

ー
ル
酢
滋
ナ
ト
P

ュ
i
ム
(
ツ
ラ
ト
!
ル
}

品ww沼
紛
の
間
偽
議
官
点
法
、
市
部
そ
ス

ミ
剣
山
林
泰
役
会
一
夜
社
笑
践
団

体
炎
か
ら
回
出
古
叩
し
ま
す
。
野

ネ
ズ
ミ
刷
出
は
各
時
料
品
開
湘
脱
会
長

に
配
布
し
ま
す
。

合
体
一
意
事
項

①
効
果
む
て
あ
げ
る
た
め
一
斉

に
出
究
佑
印
し
て
い
た
だ
き
ま

す
0

・
な
お
、
以
仰
門
知
に
え
さ
を

た
べ
る
と
き
は
仰
向

t
冗
日
続

け
て
く
だ
さ
い
。

州W
脳
同
ネ
ズ
ミ
酎
品
格
附
薬
剤
仲
休
、

人
や
家
主
固
に
大
閥
抗
心
持
品
獲
で
す

か
ら
取
悦
引
い
に
党
分
持
部
品
し

て
く
だ
さ
い
。

品
世
相
給
除
問
蝦
河
肱
胤
枕
慌
の
州
問
は
他
殺

市
、
す
か
ら
…
…
鴨
瑚
側
聞
く
ら
い
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
主

と
も
に
犬
(
館
料
犬
)
や
家
潟

は
必
ず
つ
な
い
で
お
い
て
く

だ
さ
い
。

たすけ為い作文勺傘立話事:lt々を受けた児童室代後友会先生
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千
葉
削
除
む
法
、
と
主
し
の
問
問
こ
の
よ
う
な
と
き
に
奇
心
身
・
や
ん
だ
し
、
見
邦
政
当
初
加
入
す

n…
お
か
ら
心
身
夜
持
者
校
総
隊
山
湾
各
唱
の
H

伏
後
者
の
m附
で
自
己
る
と
き
は
-
m附
六
十
才
ま
で
奴

年
金
脳
波
帝
ふ
氏
擁
い
れ
か
す
こ
と
の
A
H
怒
に
お
い
て
も
で
き
る
だ
入
で
き
ま
す
。

に
な
り
、
現
夜
役
場
厚
生
議
晴
、
け
の
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
気
と
の
事
隷
に
加
入
し
た
も
の

受
付
を
開
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
明
躍
が
世
間
ま
争
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
約
七
十
五
才
ま
で
加
入
を

こ
の
倒
的
制
や
範
間
関
綿
布
泌
総
に
つ
千
議
附

mm独
で
心
身
際
警
殺
を
絞
け
る
こ

k
が
で
き
ま
す
。

結
い
て
は
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
校
総
す
る
お
め
相
支
扶
助
仁
慈
こ
の
ほ
か
、
特
船
内
線
人
に
よ

肘
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
設
み
づ
く
「
や
禁
制
卸
心
身
隙
害
者
絞
る
場
合
は
、
絞
殺
資
金
宏
一
州
知

山
刊
の
と
お
山
中
込
み
を
し
て
く
犯
さ
炎
匁
念
事
禁
い
を
‘
昭
和
凶
十
品
約
付
す
る
こ
と
に
よ
告
知
入
で

幻

い

。

閉

口

年

間

悶

nn
一
月
け
か
ら
畑
山
施
し
、
き
年
九
M

K

か
知
山
入
持
制
刑
に
付
附
脱

出
什
ム
凸
持
制
約
心
身
的
伴
害
者
の
小
伝
の
出
品
鐙
と
は
あ
れ
ソ
ま
せ
ん
。

mm

お
札
河
内
沖
ぢ
滋
を
仲
村
つ
品
料
品
四
者
総
径
の
出
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す

A

心
身
障
害
訴
の
結
綿
密

制

m

げ
か
自
分
の
死
後
一
校
在
れ
た
問
内
務
る
も
の
で
す
。
心
身
障
巾
ぱ
事
鳴
が
将
来
紋
立
し

一
品
指
令
叫
ん
れ
が
見
る
か
、
つ
ね
に
ム
お
入
明
、
き
る
者
て
生
討
を
品
目
む
よ
と
が
同
時
総

一
約
徐
的
、
経
済
的
な
久
制
記
念
か
れ
村
本
泌
総
を
一
殺
し
、
路
内
伊
い
な
潟
で
次
の
い
ず
れ
か
に

…
せ
ら
れ
て
い
る
必
袋
、
法
体
で
絞
依
す
る
約
二
十
才
か
ら
災
問
絞
当
す
る
も
む
で
す
。

一
は
十
分
な
後
降
、
殺
線
総
策
が
十
五
才
ま
で
の
表
で
、
四
国
体
内
ん
て
身
体
係
者
の
あ
る
ギ
告
で
、

一
な
く
、
放
揖
賞
者
同
総
枠
M
H
不
安
な
期
中
ム
命
然
険
川
間
約
の
被
保
険
者
そ
の
お
股
が
れ
好
体
的
附
得
点
告
降

一
欲
的
障
を
お
く
っ
て
い
る
の
は
か
今
色
な
ふ
れ
る
心
身
際
引
い
滋
の
校
後
舟
H

校
出
脱
線
級
ぷ
の
…
剖
掛
か
ら

一

の

お

泌

マ

す

。

者

で

ナ

。

官

一

級

ま

で

に

後

世

一

す

る

も

の

こ

i
i
i
l
i
b
i
-
-
i
s
i
t
-
-
i
l
a
i
t
!
i
i
t
a
l
i
i
l
l
-
-
i
i
i
t
l
j
i
l
t
J

r
一
綾
近
、
犬
に
よ
る
こ
う
機
に
役
湯
で
行
な
う
年
一
扇

V
的
対
い
火
官
約
う
場
合
訟
は

E
…
本
汝
お
よ
び
淡
作
物
、
山
部
淑
閉
め
集
会
仲
間
射
を
利
用
す
る
掛
滑
に
涜
潔
に
し
、
品
開
人
に
ん

易

一

等

の

綾

擦

が

多

発

し

七

い

る

と

州

間

約

で

す

。

法

泌

を

か

け

な

い

よ

う

賢

一

i

一
現
状
ぷ
か
ん
が
み
、
と
れ
ら

V
紛
い
火
が
年
度
途
中
ゼ
別
組
し
て
下
さ
い
。

朗
報
…
め
絞
殺
な
防
止
す
る
た
め
邸
付
生
後
刊
誌
ヶ
月
以
J
に

な

っ

マ

飼

い

火

m
り
い
る
家
に
…

山
犬
の
…
は
坤
な
ら
び
に
政
し
れ
附
た
と
き
、
又
は
淡
ち
受
ゆ
り
は
、
聞
は
柱
そ
の
抽
出
見
や
す
一

広
一
い
を
な
く
し
、
廷
し
い
心
人
の
た
は
吋
は
銀
総
m
m
m射
し
く
は
い
場
所
に
紛
い
小
八
か
い
る
…

一
…
お
い
方
役
普
及
し
脚
内
出
向
の
ふ
〈
役
場
に
お
い
て
笠
録
し
、
市
引
を
淡
示
し
て
下
さ
い
。
一

…
…
に
却
組
制
闘
す
る
州
問
問
組
め
不
安
を
手
続
伐
射
を
受
け
て
下
さ

w
v
一小
m
m犬
同
以
俗
図
丹
芳
一
、
一

一
一
削
併
出
射
す
る
ぞ
は
(
に
、
刊
日
犬
病
い
。
芳
一
一
一
水
削
曜
日
‘
午
後
二
時
一

一
一
手
時
間
お
よ
び
子
議
燃
え
取
時
制

V
盗
殺
お
よ
び
予
訪
問
射
三
十
分
か
ら
叫
一
一
時
ま
で
に
…

↑

…

条

例

の

お

い

げ

ラ

、
T

3

~

J
え
う
る
b

j

え
ゾ
〈
J
5
P
J
J一
?
?
役
場
に
持
参
…

;

u

h

b

さ
~
u
h
ι
m
v一
三

ι

!

F

9

v

、
F

一
…
の
殺
伐
を
凶

fpr;…J
I
-
-
m三
一
時
一
-
J
ず
也
、
主
導
顎
ミ

r
f
J
Z込
山
、
一
し
て
く
士
宮
…

一
一
号
、
え
に
よ
札
一
市
議
一
成

LLJ一

離

し

¥

ふ

い

。

i
一

一
一
る
出
向
山
花
な
た

d
J…一九九一
j
t司

舗

4
J
ρ
一
(
J
(
(
j
j
p
o
d
-
u

べ品川ーア九八
J

、
口
町
火
ば
遊
楽
一
…

…

…

く

し

明

る

く

一

ヘ

》

、

3

、

5
ぃ

5
5
2
:
1
3
:

、
な
棺
刊
に
入
れ
…

一
一
作
は
み
よ
い
仰
に
す
る
仇
品
、
出
肝
の
済
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
持
参
総
い
ま
す
。
一

一
一
さ
ん
の
協
方
な
お
脳
同
い
い
た
は
も
み
〈
母
音
ぬ
に
必
ず
緩

wv
相
関
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
一

円

…

し

ま

す

。

託

、

注

総

務

叩

門

前

官

つ

け

て

と

き

は

、

保

鍵

福

間

へ

経

け

…

純

一

つ

w
代

れ

八

仲

間

予

防

法

に

つ

い

お

い

て

下

さ

い

。

衝

で

下

さ

い

。

一

俊

一

て

二

、

千

葉

引

mA〈
取
線
条
例
に

r
…

、

そ

の

徳

一

綿
一
干
俊
一
後
一
日
…
ヶ
月
以
上
の
犬
つ
い
て

wv
緩
い
録
お
よ
び
予
防
次
射
…

q
…
ば
綴
均
一
一
閉
め
愛
録
と
、
V
飼
い
火
山
同
必
ず
つ
な
い
を
し
、
か
つ
経
札
か
よ
び
一

何
日
一
夜
日
時
の
コ
凶
予
防
法
的
軒
な
で
れ
附
う
と
と
o

州
日
滋
串
告
が
子
時
間
伐
射
済
援
め
つ
い
て
一

一
一
長
ず
受
け
て
干
さ
い
。
}
立
お
な
郡
山
山
間
な
く
し
て
剣
い
る
ふ
〈
で
も
絞
し
飼
い
壮
一

一
的

V
批
判
録
、
注
射
を
受
け
る
い
六
を
放
し
飼
い
し
て
い
し
て
い
る
場
合
は
総
泌
さ
…

二

場

合

は

、

保

警

な

ら

び

る

と

2
2
1
0

れ
ま
す

0

.

…

(2)一一一一

心
身
障
害
者
扶
養
年
金
始
ま
る

役

場

厚

生

課

で

受

付

中

二
、
初
得
務
総
務
で
、
間
ル
蜘
脱
線

談
務
又
は
組
制
神
務
総
者
百
先
取
山

総
統
削
減
で
制
判
定
さ
れ
た
も
の

一
一
一
、
身
体
及
び
絞
神
に
供
問
答
申

あ
る
渚
で
、
そ
の
時
陣
容
の
血
税

燦
が
一
又
は
一
一
と
問
問
綴
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
も
り

ふ
扶
養
奨
金

加
入
品
制
、
又
は
脱
抑
制
内
線
入
場
鳴

が
、
死
亡
し
、
又
は
磯
崎
桝
主

な
っ
た
後
に
お
け
る
浮
世
再
議

へ
の
年
金
支
払
加
に
必
要
な
繁

A

減
法
、
次
に
よ
り
符
ま
す
。

て
問
問
ル
枠
内
定
郊
致
命
保
時
間
契
約

に
よ
る
ガ
法

加
入
者
を
姉
世
保
論
斜
地
鳴
と
し
、

州
知
事
を
保
険
制
問
的
問
者
お
よ
び

徐
険
金
↑
受
取
人
と
す
る
印
阿
佐
持

銭
制
州
生
命
然
険
制
詩
的
判
ハ
一
年

史
料
相
)
な
締
結
し
ま
ナ
。

な
お
こ
の
保
険
品
川
市
り
師
閣
は
、

スムハ

O
万
闘
い
吃
す
α

二
、
特
別
納
入
に
よ
る
方
仲
間

的
付
則
刑
訴
入
者
か
ら
、
特
別
総

入
品
納
付
品
川
と
し
て
保
険
金
制
利

点
制
緩
は
、
ニ
ム
ハ
ハ
U
万
mH
の一

料
開
納
品
目
を
受
け
ま
す
。

企
納
付
金
と
納
付
金
の
滋
様

相
仰
入
者
仲
弘
、
後
険
料
綴
批
判
綴

丹
額
一
、
五

0
0出
口
を
約
件

余
と
し
て
銭
円
月
以
に
納
付
す

〈主事いi獲毅少ない扱努〉
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る
総
で
す
が
、
知
加
入
表
的
う

ち
生
時
仰
が
関
経
で
あ
っ
た
ち

又
法
、
非
常
災
終
に
よ
ち
給

付
金
の
余
僚
が
約
付
で
き
な

い
と
き
は
そ
の
剖
制
度
に
俗

μ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
減
免
力
法

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
巾
，
、
込

み
の
叫
町
係
に
お
た
ず
ね
く
だ

党
M

い。

な
わ
持
、
畑
山
入
者
が
そ
の
柑
間
以

外
に
品
目
伶
安
静
転
し
た
主
き

は
れ
校
き
給
付
金
有
効
付
ず

る
こ
し
ζ

に
よ
号
-

h

加
入
を
ほ
続

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A

集
会
受
取
人

納
入
攻
、
又
は
特
例
納
入
者

が
死
亡
し
、
マ
〈
は
縫
い
以
と
な

っ
た
後
v
h
支
給
す
る
総
点
棋
の

母
子
掲
祉
推
進
員
決
ま
る

生
活
の
安
定
と
向
上
代
活
臨

特
約
孫
子
町
品
川
子
世
間
社
後
進
同
民

経
期
間
数
す
に
伴
い
、
削
附
和
四
十

三
年
十
二
月
刊
れ
か
ら
開
府
和
凶

十
六
年
十
…
月
一
一
一
十
U
ま
で
の

期
制
筒
次
の

ιお
り
後
進
R
H
が
決

ま
り
ま
し
れ
か
。

散
防
議
気
持
林
拍
相
当
一
柏
崎
滅
の
尚
子

家
財
胞
の
出
先
栴
服
従
捕
時
摘
出
し
‘
母
子

相
相
談
員
ハ
渓
官
同
飾
交
内
庁
社
会

協
校
総
〉
と
常
に
銃
後
な
漣
枠
組

を
M

附
る
と
・
と
も
に
、
熱
波
丹
民

生
同
ん
鵡
擁
祭
目
H
L
ム
も
滋
絡
を
附
和
伸
棋

に
し
、
出
世
激
務
泌
を
必
議
k
す

る
母
子
府
航
路
mu
発
見
に
努
め
、

同
相
関
桝
樹
相
手
と
な
れ
ツ
常
に
、
母
子

家
挺
に
対
L
て
、
そ
の
卒
中
訴
の

安
定
と
向
上
の
た
め
、
国
ル
掛
織
に

お
い
て
は
心
身
と
も
ぷ
緩
や
か

に
脊
脱
さ
れ
、
そ
の
玲
は
帥
間
後

で
文
化
め
な
生
活
が
山
間
決
る
よ

う
県
知
官
か
ら
後
滅
さ
れ
た
僚

議
及
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
議
ふ
た
相
談
山
判
的
引
は
師
H
A
U
a

の
貸
付
と
し
て
、
事
業
開
仏
陀
資

金、

d
p家
総
統
資
金
、
住
宅
資

金
、
転
℃
資
金
‘
後
抽
出
窓
然
資

ム
鋭
、
止
ム
叩
臨
時
料
金
、
裁
松
支
度
決

金
、
就
学
中
止
巴
皮
資
金
枠
留
学
資

金
、
修
業
安
品
川
相
守
で
そ
の
他
と

し
て
は
、
公
共
団
品
持
務
務
ザ
双
山
門

の
世
知
的
等
の
毅
縫
許
可
甫
帯
雨
河
口
問

滋
売
の
許
可

a

、
川
内
予
の
泌

mrh

開
閉
す
る
協
均
等
い
ろ
い
ろ
な
問

問
削
が
あ
る
主
添
わ
れ
ま
ず
の

℃
、
副
知
山
ぺ
伶
子
商
関
紙
排
出
沖
地
員
会

議
激
さ
れ
ご
輸
相
紺
附
し
て
く
だ
さ

、

受
取
人
主
な
る
務
付
仏
、
心
凡
刈

際
縁
者
と
し
‘
心
身
削
仲
持
品
判

以
外
の
邑
き
は
心
身
待
出
品
付

者
の
た
め
に
絞
蕊
を
も
っ
て

加
持
増
開
設
す
に
あ
た
る
と
緩
め

ら
れ
る
殺
で
奴
入
者
が
翁
浴

し
た
者
で
す
α

ム

年

金

m
w
支
給

加
入
者
、
又
は
峠
村
総
加
入
事
鳴

が
死
亡
し
、
又
件
同
府
制
抑
択
と
な

っ
た
と
き
は
、
死
亡
し
、
父

は
岬
郡
山
拭
主
な
っ
た
そ
の
月
か

ら
心
身
隊
害
者
め
い
死
亡
し
た

そ
の
月
ま
で
、
持
額
一
一

0
.

0
0
0叩
け
の
年
金
を
年
金
受

取
人
に
支
給
し
、
受
取
市
た

年
金
片
山
、
心
身
潟
市
百
点
制
的
た
め

に
銭
形
し
な
け
れ
ば
な
れ
ソ
ま

せ
ん
G

ム

弔

慰

金

加
入
者
の
栄
作
中
に
心
身
派

出
汗
表
が
波
υ
し
し
た
と
き
は
、

総
入
年
数
に
よ
り
一
銭
制
的

稲
川
部
ム
見
合
支
給
い
た
し
ま
す

ム
割
問
削
制
上
の
機
縁

事
業
思
案
蜘
掲
げ
白
山
什
い
支
払
刊
さ

れ
る
年
金
緩
に
は
絞
得
税
が

か
か
ら
ず
父
、
給
付
金
に
つ

い
て
は
そ
の
年
分
的
給
所
得

金
総
か
ら
余
命
保
険
料
納
税
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ム
申
込
期
間

加
入
市
外
ぷ
ん
付
制
剖
阪
は
間
階
和

冊
目
十
悶
悶
年
一
月
六
日
か
ら
附
明

和
州
問
十
周
年
一
一
月
二
寸
U
H
ま

で
と
し
、
こ
の
明
知
附
附
に
申
申
込

ま
な
い
と
き
は
幾
年
制
部
入
M
L

iミ3議111' ?止tf，¥ 

な
ち
ま
す
の

A

品
由
申
込
崎
明
蹴
問

受
付
場
開
州
坤
弘
、
我
孫
子
町
役

場
綴
生
理
揮
で
行
な
ヮ
て
お
れ
ソ

岡

m紙
同
体
縦
断
食
縄
師
芯
あ
れ
ツ
ま
す

ふ

給

付

金
mw
品
料
品
刊
場
所

加
入
を
ゑ
泌
さ
れ
た
鈴
入
者

が
紡
付
金
を
執
刺
入
し
よ
う
と

す
る
主
き
は
、
我
孫
子
符
役

場
に
い
静
鍔
来
日
ま
匂
に
品
開
品
押

し
附
吋
で
は
む
れ
在
来
へ
仙
納
付
時

い
た
し
ま
す
。

ふ

そ

の

総

こ
の
心
身
浮
世
一
宮
者
談
終
年
金

事
噌
却
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
哲
ま
し
た
ら

役
場
以
染
地
師
、
市
民
総
務
支
庁

科
会
話
校
淡
に
ご
担
相
談
く
だ

々
σ
い。な

お
、
知
人
巾
込
み
安
し

よ
う
・
と
す
る
者
で
、
そ
む
仲
抗

出
托
す
る
心
身
隊
心
没
者
が
、
身

体
に
山
料
引
け
が
あ
る
者
で

L

ま
だ

身
体
問
山
付
申
告
乎
附
択
な
所
持
し

て
い
な
い
と
舎
は
、
そ
の
旨

を
我
孫
子
吋
役
場
M
M
生
殺
に

申
し
出
て
芸
品
川
に
中
拍
討
し
て

く
だ
き
い
の

又
、
約
神
簿
弱
者
で
、
用
品

章
判
制
緩
所
又
は
帆
削
砧
押
薄
弱
点
引

市
民
生
籾
談
所
マ
割
判
定
者
受
け

た
者
山
、
そ
の
紙
切
蓄
を
取

h
J努
せ
加
入
申
込
み
の
と
き

に
添
付
し
、
ま
だ
削
判
鑓
を
受

け
て
な
い
ξ
き
は
芸
品
品
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

ζ

れ
か
ら
判
笈
を
受
け
よ

k

J

K
す
る
議
で
、
機
械
桝
的
に

人
数
の
ま
と
ま
守
の
あ
る
副
都

合
は
、
役
場
に
連
絡
す
れ
ば

防
相
京
総
組
問
(
村
刊
内
ん
が
な
す
る

よ
う
に
い
た
し
て
お
り
ま
す

ゴ
ミ
の
容
器
は
ポ
ヲ
バ
ケ
ツ
を

ゴ
ミ
の
和
問
料
談
後
は
倒
的
和
一
一
何

十
八
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
拙
制
定
さ
れ
て
い
る

容
務
院
入
れ
ず
に
、
紙
袋
や
、

F
V
ボ
ー
ル
絡
に
入
れ
た
も
の

が
多
く
な

9
ま
し
た
。

ζ

れ
は
、
閥
単
桝
弘
拠
開
設
ふ
近
時
間

迷
援
に
も
な
り
ま
す
し
、
出
抑
制
却

処
分
で
き
る
か
ど
う
か
内
総
も

絢
ペ
ム
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
相
帆
然

品
開
府
中
も
怒
下
し
ま
す
。
ゴ
ミ
は

必
ら
ず
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
ど
峠
民
間
附

く
だ
さ
い
。
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口
議
開
結
晶
官
制
蹴
は

富
市
前
に
迷
絡
を

ゑ
臨
脂
血
中
総
合
治
議
さ
れ
る
方

法
、
川
河
内
庁
丹
却
師
会
な
ど
に
よ

り
察
後
で
き
な
い
誌
も
あ
れ
ツ
ま

ず
唱
で
、
あ
ら
か
じ
め
事
前
に

つ
ぎ
の
所
へ
漆
絡
し
て
く
だ
語

、a
し

柑
部
市
川
約
千
代
間
同
開
協
千
代
邸
}

i
日
制
措
庭
内
務
内
庁
管
双
総
参

州
問
係
仰
知
郎
氏
縁
日
勺
…

0
0

市
鳴
料
開
会
一
一
一
一
一
〉

t

一
一
ご

@
道
路
に
水
を

家
か
な
い
で

朝
夕
似
し
い
冬
が
絞
き
‘
筑

波
お
ろ
し
の
か
ら
っ
風
が
冷
た

い
乾
い
た
や
，
父
を
ほ
こ
ん
で
き

ま
す
。掛

川
を
山
間
ぐ
た
め
滋
路
上
に
水

を
ま
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
と

れ
が
大
き
な
山
交
通
事
故
に
つ
訟

が
り
ま
す
。

水
を
ま
く
仇
吋
は
路
上
に
ま
か

な
い
よ
う
に
心
が
け
て
〈
だ
き

、白u
マ
繍
綱
相
怖
叩
探
検
備
期
生

作
業
員
背
骨
輸
措

町
で
は
、
品
指
摘
情
的
時
総
出
掛
金
作

薬
品
判
官
つ
容
の
と
お
り
背
都
銀
し

ま
す
。

V
背
骨
談
人
員

明
理
転
手
一
以
名

作
熟
災
…
一
名

す
応
募
銭
箱
十
λ

ハ
オ
以
上
約

十
家
以
下
の
間
判
手

V
給
与
額
畿
の
ふ
抽
抗
出
品

品
相
州
鱗
洛
は
療
機
数
悼
村
品
酔
の
上

総
剖
刑
事
務
叫
m
へ
お
い
で
く
だ
さ

、。
E
U
 

門
係
修
訂
正
M
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